
令和３年度与謝野町産業振興補助金のご案内

メニューは９種類!! ぜひご活用ください!
与謝野町では、がんばる中小企業・小規模企業者の皆さんの活躍を

応援する９種類の支援制度を設けており、新型コロナウイルス感染症の
対応としてもご活用いただけます。

いずれの制度も、事前審査が必要ですので、支援を受けようと思われ
る方は、着手される前に商工振興課（43-9012）へ相談をお願いします。

01 創業等支援事業 創業・事業拡大・事業転換の設備等に係る経費の一部を補助します。

概 要 補助対象経費 補助金額

● 申請条件等／① 事業所等は町内に設けていただくことが必要です。② 申請される法人または個人事業主
は町内に住所を有する方に限ります。③ 補助金の交付は開業年度に限ります。④ 事業拡大・事業転換は日
本標準産業分類の中分類を越えた事業分野への拡大・転換を条件とします。
(製造業は事業拡大の条件が一部異なりますので、商工振興課まで）

※「創業等支援事業」における「常用雇用」とは、ハローワークの紹介により契約期間の定めのない（定年制は
除く）雇用契約という意味です。

02 国内・海外販路開拓支援事業 町内事業者・団体が行う販路開拓事業に要する経費の一部を補
助します。

概 要 補助対象経費 補助金額

自社で企画・製造等をし
た商品・製品の販路開
拓に要する経費の一部
を補助します

見本市・イベント等参加料、催事会場使用
料、ブース料、宣伝販売員業務委託料、通
訳･翻訳料、広告宣伝費、展示物作製委託
料、運搬料、パッケージデザイン作成料等

対象経費の1/3 以内で、上限20
万円（国内）、40万円（海外）

※年度内１回限り

● 注意事項／国内の場合は、府外（京都市を除く）で販路開拓を行う場合に限ります。
同一会場での販路開拓事業については、３回までとします。

● 申請受付／令和3年12月24日（金）まで

● 申請受付／令和3年12月24日（金）まで

新たに商工業を開業する場合、経費
の一部を補助します

現在の事業を継続しながら事業を拡大
する場合、経費の一部を補助します

現在の事業を縮小・廃止し、新たに事業
を起こす場合、経費の一部を補助します

設備等に
係る費用

100万円以上の
投資に対して30 
万円

1,000万円以上の投
資に対して100万円
（ハローワークを通
じて町内在住者1名
以上の常用雇用※
が必要です。）

※経費の一部に研修等が含まれる場
合は、人材育成事業の活用が可能

創業

事業
拡大

事業
転換
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〔発行月〕 令和３年４月

事業期間 交付決定日～令和４年３月３１日（木）



03 新商品・新製品開発事業 町内事業者が新商品・新製品を開発する経費の一部を補助します。

概 要 補助対象経費 補助金額

原材料費や
外注加工費等、
開発に係る経費

04 人材育成事業 町内事業者が従業員等に対し、事業に不可欠な技術・資格の新規取得や技能習
得を目的に外部から講師を招聘する研修を行うための経費の一部を補助します。

概 要 補助対象経費 補助金額

技能習得を目的に外部から講師を招聘
する場合、経費の一部を補助します

事業主または従業員が事業に不可欠な技
術・資格の新規取得を目的とした研修に参
加する場合、経費の一部を補助します。

公的機関等が開催
する研修会の受講
料・教材費

対象経費の1/3 以内で上限20万円
※ 1 回限り

対象経費の1/3 以内で上限5万円
※ 1 企業当たり

京都市を除く府外で空き店舗を活用した特産品等の
販売促進を行う経費の一部を補助します。
● 補助対象町内に住所を有し、京都市を除く府外に
おいて空き店舗を活用し、主に町の特産品を販売す
る方
● 補助対象経費／店舗の賃借料、改装や設備、機
器の購入費
● 補助金額／ 対象経費の1/3 以内で上限50万円
● 申請受付／ 令和3年12月24日（金）まで

05 アンテナショップ支援事業 06 知的財産権取得支援事業

自社製品の付加価値化、新技術・新製品の開発促進
を図ることを目的に、知的財産権の取得を行った町
内中小企業者等に対し、取得に要した経費の一部を
補助します。
● 補助対象経費／特許権、実用新案権、意匠権、
著作権、商標権等（国外権利を含む）の取得に係る
費用
● 補助金額／対象経費の1/3以内で上限5万円、1
事業所年度内1回限り、知的財産権取得の日から1年
以内の申請に限ります。
● 申請受付／令和3年12月24日（金）まで

講師派遣料

● 申請受付／令和3年12月24日（金）まで

● 申請受付／令和3年12月24日（金）まで

新商品・新製品を開発される場合、年
間１テーマの開発に要する経費の一部
を補助します

異業種間連携により新技術・新製品を
共同開発される場合、開発に要する経
費の一部を補助します

対象経費の1/3 以内で上限50万円

対象経費の1/3 以内で上限30万円（町内業
者から補助対象等を購入等し、その支払額が
補助対象経費の1/2 以上の場合の上限額は
50 万円）
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07 商業活性化支援事業

地域の特色を生かした魅力ある商店街づくりを推進す
るため、町内の商店街団体等が行う事業に要する経
費の一部を補助します。
● 具体例／商店街等における街路灯・案内看板等の
整備、共同利用施設の整備、地域のネットワーク構築
に係る調査研究
● 補助対象経費／設備・調査に係る経費等
※店舗等賃借料の補助対象は、1ヵ月20万円で6ヵ月を
上限とします。
※国又は京都府の補助金を町が受ける場合は、その
金額を上積みします。
● 補助金額／対象経費の1/3以内（上限300万円）
● 申請受付/令和3年12月24日（金）まで
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08 オンライン販売強化支援事業

インターネットを通じて非対面での販売強化・サービ
ス提供に係る事業に要する経費の一部を補助します。
● 具体例／専用ECサイト構築かかる費用 オンライ
ンコンテンツ作成 サイト専用写真の撮影費用等
● 補助対象経費／外注に係る経費、ソフトウエアの
購入等
● 補助金額／対象経費の1/2以内（上限10万円）
● 申請受付/令和3年12月24日（金）まで

09 リクルーティング強化事業

産業振興補助金については、交付要件の一つに「町税の滞納がないこと」を要件としております。

令和３年度産業振興事業費補助金等の申請時には、下記の事項にご留意いただき、納税証明書を入手のうえ
手続いただきますようお願いします。
① 町税等納税証明書の申請窓口

与謝野町役場税務課（加悦庁舎）※野田川・本庁舎では発行できません。
② 証明書交付手数料 300円（１通につき）
③ 「町税等納税証明書請求書」及び「町税等納税証明書」を税務課に提出し、証明書の交付を受けて下さい。

町財政が厳しい状況にある中、各種団体向け、個人・企業向け（一部制度）補助金を５％削減させていただきま
す。ご理解いただきますようお願い申し上げます。

町内在住者や都市部の学生等を採用するために必要な活動経費の
一部を補助します。

概 要 補助対象経費 補助金額

自社の雇用拡大を目的
とした採用活動に要する
経費の一部を補助しま
す

旅費、会場使用料、広告宣伝費、展示物
制作委託料、運搬料、ＷＥＢ制作委託料な
ど

対象経費の1/3 以内で、上限20
万円



次に該当する商工業者（中小企業者）が設備投資を
行った場合、支払われた利子額の一部を補助します。
● 対象者／① 保証協会の保証対象業種を営む方
② 経営内容が明らかであること ③ 町内に１年以上
居住し、町内にある工場等へ設備投資を行った方
④ 町税等の滞納がない方（すべての要件に該当す
ることが必要です）
● 対象設備の基準／① 経営安定に必要な機械の
購入、設置または改造 ② 経営合理化のための工
場または店舗の増改築
● 利子補給の対象となる融資／① 金融機関からの
独自の設備資金融資を受けた場合 ② 京都府の制
度融資を利用して設備資金融資を受けた場合
● 利子補給期間／借入の日から起算して3 年間（３
６ヶ月）
● 利子補給額／年当たり上限14万円（1月1日から
12月31日までに支払った利子について、翌年に交付
します）
● 利子補給率／借入利率の1.0％を上回る部分を利
子補給します（実質金利1.0％。延滞利子は補給対象
外）
● 申請時期／「広報よさの」等でお知らせします。

商工業者が、次の京都府中小企業融資制度を受け
るため、京都信用保証協会へ支払われた信用保証
料の一部を補助します。
● 保証料補助の対象となる融資／京都府中小企業
融資制度のうち、「一般振興融資」「小規模企業おう
えん融資」「経営支援緊急融資」「あんしん借換融資」
● 対象者／① 町内に6 ヵ月以上居住している方②
町内に主たる事業所を有する方③ 町税等の滞納が
ない方（すべての要件に該当することが必要です）
● 保証料補助額／ 1 事業者当たり借受日を基準日
として、１年度につき上限14万円
● 補助率／信用保証料の40％（借換資金に相当す
る保証料は除きます。）

0１企業活性化支援利子補給金 ０２ 信用保証料補助金

令和３年度与謝野町金融補助金

[ お問い合わせ] 与謝野町 商工振興課 TEL.0772-43-9012（直通）
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